






要約:保健所を基盤とする「肥満予防教室」が平成 9 年までには市町村の地域保健に移管

されることになり、このことの問題点を中心に研究を行った。まず、小児肥満を早期に発

見するために身長と体重の成長曲線を用いること、地域保健の立場で行う肥満予防対策の

問題点を捉え、さらに幼児期の肥満がそれ以後の肥満につながることを再検討し、食生活

を中心とした介入の具体的方法とその効果判定基準を検討した。そして家族参加型の健康

教室の 1例として福岡市の健康づくりセンターを紹介した。


